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第 １報において，体型を基礎 としたstraight Skirt

を構成するため，被検 者100 名について胴囲，腹囲，腰

囲断面 曲線 とその偏平 率を計測し，それ により腰部体型

曲線 は丸型，普通型，偏平型の３種に分類出来ることを

明らか にした。又 ，腰部体型曲線の曲率分布 よりその最

大値 にDarts をつけ るとすれば，その位置は前身 頃で

はSide より1/4, 後身頃 ではSide より1/2 よりやや

後よりの位置に相当 する。

本報 においては前記100 名の被検 者について丸型 ，普

通型，偏平型 の別に，胴囲，腹囲，腰囲 の各平均 断面曲

線を求め，これに基い てDart の分量を決定した。すな

わち，上記３種の体型 の平均の大きさ より’用布量を求め

これ に８本のDart を等分に配布 し，各Dart の受持

つ区分におけ る胴囲 の周囲長 と腰 囲の周 囲 長 の 差 よ り

Dart の分量を決定 し，次いで，胴囲,腹囲,腰囲 の差に

より生じる分量によってDart の長さを決定した。

次 に，自由曲線人台を用いて３種の平均体型を作り，

これに上記 の作図によって製作したSkirt を 着用さ せ，

Dart 線，しわ等を検討した。又上記の作図法によって

求め たDart の分量並びにその配布を も比較検討 した。


